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デジタルグリッド株式会社

再生可能エネルギーを取り巻く環境と
卒FIT時代について

2022年11月10日
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本日お話したいこと

• 再生可能エネルギーを取り巻く環境

• 足元の電力市場

*:関連技術の特許取得済
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日本は特にこの10年、太陽光を中心に再エネが増えてきた
普及量は世界3位、国土対比でいうと世界No.1

日本における再生可能エネルギーの普及具合

FITにて導入された再生可能エネルギー（累積）

太陽光

(GW)
国土(千㎢)

単位面積の

太陽光容量

中国 175 9,597 1.82

アメリカ 62 9,834 0.63

日本 56 378 14.81

ドイツ 45 358 12.58

インド 28 3,287 0.85

イタリア 20 302 6.62

イギリス 13 243 5.36

オーストラリア 11 7,692 0.14

フランス 9 544 1.65

韓国 8 100 7.98

世界における太陽光導入ランキング

出典：Renewables 2019（IEA）より 当社作成
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遂に2022年度からFITが段階的に廃止され新しい時代に

太陽光固定価格買取制度の終焉

出所：資源エネルギー庁より当社作成
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オフサイトPPAの困難さ（需給管理/送電線の予約）

実受渡の1時間前までに送電線を事前予約

再エネ発電所 再エネ購入者送電網

売
電
計
画

売
電

実
績

10:30-11:00
100kWh販売

10:30-11:00
100kWh購入

10:30-11:00
80kWh発電

計画未達

10:30-11:00
100kWh購入

電力会社が補填

ペナルティ発生

80kWh

20kWh

発電の予測が外れた時、ペナルティ（インバランス）を受ける必要がある
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電力会社にとっても高負荷な業務

発電家
電力会社

買い手

発電量と需要量を
24時間365日一致予測困難

予測困難

24時間の人手の需給管理
のため高負荷

電力会社は計画を1日前に提出する慣習となっているが、
1日前に再生可能エネルギーの出力を予測するのは困難
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（参考）需給管理業務における予測精度とタイミング

（論文中の評価指標）

直前に予測精度が向上

日本の太陽光発電を対象とした研究[Caroline, et al. (2017)]
[Multi-site solar power forecasting using gradient boosted regression trees]

AIを使った先行研究でも、再生可能エネルギーの予測精度は直前に上昇
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需要家が直接電源を確保し、安定供給を受けられる仕組みが求められます

今こそ分散電源/再生可能エネルギーを有効活用

従来の電力購入 分散電源の取引プラットフォーム

電力小売会社

非化石電源 化石電源 卸市場 非化石電源 化石電源 卸市場 卸電力会社

拠点A 拠点B 拠点C 拠点D

需要家と分散電源を
つなぐプラットフォーム
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コーポレートPPAは更にフィジカルPPA、バーチャルPPAに分類さ
れます

DGP活用におけるコーポレートPPAの選択肢

供給イメージ

メリット

フィジカル PPA

需要家への
提供価値

デメリット

バーチャルPPA

コーポレートPPA (オフサイト)

電力＋環境価値 環境価値のみ

• 既存の電力契約を継続可能
• 需要エリアを指定する必要なし
• 追加性のある再エネを長期間確保可能

• 環境価値価格の変動幅が大きい
• デリバティブ取引とみなされる可能性

• 自己託送・FIP・補助金等幅広い選択
肢があり、コストメリットを出せる方法も

• 物理的な電気を再エネにすることが可能

• 長期間の物理的契約が求められる
• 既存電力会社の理解がないと実現困難

需要家

電力

環境価値

kWh

太陽光既存
電力

供給イメージ

発電事業者

既存電力会社

電力+環境価値

電力

需要家発電事業者

既存電力会社

電力
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導入事例ご紹介 SONY様-OTS様

出典：9月15日付 弊社プレス 及び 9月20日付 電気新聞



11©︎ DIGITAL GRID Corporation

本日お話したいこと

• 再生可能エネルギーを取り巻く環境

• 足元の電力市場

*:関連技術の特許取得済
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JEPX（日本の電力市場）は過去最高水準に

出典：一般社団法人 日本卸電力取引所のHPより

東日本大震災で
原発が全停止 過去１７年間の最高値
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世界でも同様な現象が起こっている

世界の電力市場

出所：資源エネルギー庁
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撤退相次ぐ新電力、1割が契約を停止・撤退へ 倒産も発生している状況です

新電力の相次ぐ撤退

出所：帝国データバンク
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小売契約を打ち切られてしまう所謂「電力難民」は足元で通常時の60倍超の水準
まで増えてきています

増える「電力難民」

※出所：経済産業省 第73回制度設計専門会合（2022年7月20日）より

全法人ユーザの3%程度
今後10%程度まで

増える見込も
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標準メニューも完売し、一定数が市場連動での調達に

※出所：東京電力エナジーパートナー ホームページ
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コーポレートPPAによる市場ヘッジニーズが今後一定数見込まれます

（再掲）DGP活用におけるコーポレートPPAの選択肢

供給イメージ

メリット

フィジカル PPA

需要家への
提供価値

デメリット

バーチャルPPA

コーポレートPPA (オフサイト)

電力＋環境価値 環境価値のみ

• 既存の電力契約を継続可能
• 需要エリアを指定する必要なし
• 追加性のある再エネを長期間確保可能

• 環境価値価格の変動幅が大きい
• デリバティブ取引とみなされる可能性

• 自己託送・FIP・補助金等幅広い選択
肢があり、コストメリットを出せる方法も

• 物理的な電気を再エネにすることが可能

• 長期間の物理的契約が求められる
• 既存電力会社の理解がないと実現困難

需要家

電力

環境価値

kWh

太陽光既存
電力

供給イメージ

発電事業者

既存電力会社

電力+環境価値

電力

需要家発電事業者

既存電力会社

電力
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